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［２０２０年４月１２日イースター記念礼拝説教要旨］ 

 

「私のガリラヤ」 

聖書の箇所：マタイ福音書 ２８：１～１０ 

今週の御言葉：「すると、イエスは言われた。『恐れてはいけません。行って、わたしの兄弟

たちに、ガリラヤに行くように言いなさい。そこでわたしに会えるのです』」 

（マタイ２８：１０） 

 

＜導 入＞ 

 イースター、おめでとうございます。今年のイースターは、例年と違った形のものとなり

ました。４月７日に国が緊急事態宣言を出し、大阪府が対象地域になりました。そのため、

通常使用している部屋が使えなくなり、苦渋の決断として、ＤＶＤによる礼拝となりました。

翌日の朝日新聞の記事には「人類は今、特効薬やワクチンがまだ見つかっていないウィルス

との過酷な闘いのまっただ中にいる。人命はもちろん経済活動や社会生活に深刻な犠牲が地

球規模で広がっている」とありました。また同日の天声人語には「小松左京原作の邦画『復

活の日』では、人類が滅亡の危機に瀕する。日本には戒厳令が出され、軍が市街地に出動。

疲れ切った看護師が『こんなことがいつまで続くのか』と天を仰ぐ。１１か国８６３人が南

極で生き残る。どの作品にもウィルスに脅かされ、冷静さを失う人間たちが描かれる。・・・

ひょっとすると私たちが直面している困難は、映画や小説よりも実はすでに深刻なのではな

いか」とも書かれてありました。人類の歴史は、これまで人の権利や自由が拡大されつつあ

りましたが、ここに来て、ウィルスとの闘いでその流れがストップされているように思いま

す。成長や拡大ばかりを追い求めてきた私たちは、このとき立ち止まって考えるべきではな

いでしょうか。目に見えない敵であるウィルスに、人類は立ち向かうことができないことを

知り、人の知恵の限界を覚え、神様に目を向ける時ではないでしょうか。神様は決して、私

たちを見捨てられたわけではなく、イエスの十字架と復活というみわざを成し遂げてくださ

いました。 

今朝は、イエスの復活について、マタイ福音書２８章を開きましょう。 

 

主 題： 復活されたイエスは、ガリラヤで弟子たちに会われました。私たちも、復活された

イエスに出会う時、救いの確信を持ち、死を乗り越えることができます。 

 

    Ⅰ．イエスを追い求めて 

▽マタイ２８：１「安息日が終わって、週の初めの日の明け方」とあります。イエスは、現

在の暦で言えば、金曜日の午後三時に十字架で息を引き取られ、日没までに墓に埋葬されま

した。ユダヤの暦によれば、一日は日没から始まりますので、安息日は金曜日の日没から始

まり、土曜日の日没で終わりました。そして安息日が終わると、新しい週が始まります。つ

まり週の初めとは、今で言う日曜日です。日曜日の明け方に「マグダラのマリヤと、ほかの

マリヤ」がイエスの墓を見に来ました。他の福音書によると、イエスの死体に準備しておい

た香料を塗るためでした。「マグダラのマリヤと、ほかのマリヤ」とありますが、他の福音書

から、この人たちは「マグダラのマリヤと、小ヤコブとヨセ（ヨセフ）との母マリヤとサロ
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メ」の三人であることがわかります。実はこの三人は、イエスの十字架に最後まで立ち合っ

ています。マタイ２７：５５、５６ ５６節の「ゼベダイの子らの母」とは、サロメのこと

です。ということは、日曜日の明け方に、墓に来た三人の女性は、イエスが十字架で息を引

き取られるのを目撃していました。なぜ彼らは、イエスの十字架のもとに留まったのでしょ

うか。それは、イエスへの愛です。イエスが十字架にかけられた刑場は、どんなに恐ろしか

ったでしょう。それでも、彼女たちは刑場に留まりました。聖書に「愛には恐れがありませ

ん」とありますが（Ⅰヨハネ４：１８）、彼女たちはイエスを愛していたので、恐れに捉えら

れることはなかったのでしょう。彼女たちは、真実にイエスを愛していました。 

マタイ２８：５，６ 御使いは、「あなたがたが十字架につけられたイエスを捜しているの

を、私は知っています」と言いました。彼女たちはイエスを愛していたので、イエスを捜し

ていました。イエスへの愛は、いつもイエスを捜し求めます。今私たちは、何を捜し求めて

いるでしょうか？この世の生活の安定でしょうか。この世の立場や知恵、名声、働きの成功

でしょうか。私たちは、何よりも第一に、イエスを捜し求めましょう。６節「ここにはおら

れません」。この空の墓こそが、イエスが復活されたことの確かな証明です。イエスの復活は、

人類の歴史においてかつてなかったことです。「前から言っておられたように、よみがえられ

たからです」。イエスの復活は、人の思いつきや計画ではなく、神様の救いの計画の一端であ

り、しかもイエスがこの地上におられた時に繰り返し言われたことの成就です。 

 

Ⅱ．私のガリラヤ 

▽マタイ２８：７ 御使いが、女たちに伝えるように言った内容は、イエスがよみがえられ

たこと、ガリラヤでよみがえられたイエスにお会いできることの二つです。よみがえられた

イエスに出会うのが、ガリラヤであることは注目すべきことです。マタイ福音書によります

と、イエスが宣教を始められたのは、ガリラヤでした（マタイ４：１４、１５）。それは、イ

ザヤの預言の成就でした。そのガリラヤで、よみがえられたイエスに出会うことができるの

です。イエスを捜し求めていた女性たちは、ガリラヤでイエスに出会いました。私たちのガ

リラヤは、どこでしょうか。イエスと出会う場所はどこでしょうか。イエスは、今神様の御

座におられますので、顔と顔とを合わせて会うことはできませんが、御言葉の中で、聖霊の

働きによってイエスと出会うことができます。賛美の中で、ディボーションや祈りの中で、

聖霊の導きによって出会うことができます。そして、私たちにとって、イエスと出会ってい

る時こそが、一番しあわせな時ではないでしょうか。復活の主に出会えば、どんな暗黒の中

でも押しつぶされることはありません。どんな苦難の中にあっても、よみがえられたイエス

に出会うならば、そこに解決の光を見出すことができます。私たちは、悩み、苦しみ、病気、

経済的な問題、人間関係などいろいろなことで途方にくれることがあっても、よみがえられ

て、今も生きておられるイエスに出会えば、思い煩う必要がなくなるでしょう。現在コロナ

ウィルスの感染を防ぐために、様々な方策が取られています。コロナウィルスのニュースば

かりを聞くと、心は暗くなり、心が折れそうになります。このような時こそ、イエスと出会

う時を持ちましょう。イエスに出会えば、何を見いだし、どういう体験をするのでしょうか。 

（１）イエスに出会えば、救いの確信が強くなります。ローマ４：２４、２５ イエスは、

十字架と復活によって救いを完成されました。「義」と認められるとは、神様に受け入れられ

ることです。イエスは、よみがえられて、私たちの罪と死に打ち勝たれたので、私たちは神

様の御前で受け入れられ、天国に入いれます。このことは、必ず実現することです。そして、

イエスがよみがえられたので、いのちにある新しい歩みが始まります。 
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ローマ６：４ ここの「いのちにあって新しい歩みをする」とは、イエスのいのちによる新

しい創造です。ウォッチマン・ニーは、「キリスト者の標準」で、次のように述べています。

「神は古い創造を、御子の十字架によって切り離されました。それは、復活により、キリス

トにあって新しい創造をもたらすためです」。私たちの新しい歩みは、自分の努力や力、能力

によるものではありません。それはよみがえられたイエスのいのちによります。それでは、

この「いのちにあって新しい歩み」をするとは、どういうことでしょうか。このことについ

て、ウォッチマン・ニーは、次のように述べています「ある中国人の婦人が、腕にひどいや

けどをして、病院にかつぎこまれたことがありました。やけどによる委縮を防ぐためには、

その傷の上に新しい皮膚を移植する必要がありました。医者は、やけどの上に、別の部分の

皮膚を移植しようとしましたが、彼女の老化と栄養不良のために、うまく移植できませんで

した。ところが、一人の白人看護婦が自分の皮膚の一部を提供しましたので、手術は成功し

ました。新しい皮膚は古い皮膚について、腕はいやされたので、その婦人は退院しました。

ほかの人の皮膚がどうしてその婦人の皮膚に育っていくのか、私はわかりません。しかし、

育ったことは事実なのです。もし地上の外科医が、一人のからだから一片の皮膚をとって、

他の人の皮膚に移植できるならば、どうして神様が、私のうちに御子のいのちを移植するこ

とができないでしょうか。・・・・私たちは、神がどのようにして私たちのうちにみわざをな

されたか説明することはできませんが、それは事実なされているのです。そのみわざがなさ

れるためには、私たちは指一本も加えることはできませんし、またする必要もありません。

なぜなら、それは復活によって神がすでになされたからです」。イエスが復活されたので、も

うすでにイエスのいのちが私たちのうちに生まれました。そのいのちを、私たちのうちにお

られる聖霊が育てて下さいます。聖霊がイエスのいのちをどのように育てて下さるかはわか

りませんが、御霊の実は、私たちの考え方や生き方として具体的に現われてきます。 

（２）イエスに出会えば、死に対する考え方が変わります。イエスは初穂としてよみがえら

れましたので、私たちも死んでもよみがえるという希望を持つことができます（Ⅰコリント

１５：２０～２２）。私たちは、やがて死ななければなりません。しかし、イエスを信じる者

にとっては、死が終わりではありません。１０５歳で召された日野原重明先生は、その著書

に、次のように記しておられます。「僕は、そう遠くない未来に自分が死ぬという事実を、と

ても恐ろしいことだと感じています。あなたに聞かれただけでも足がすくむような思いがし

ます。死ぬことは、多くの人にとって、まるでとかげのしっぽがきれるように終わるものだ

と考えられていますが、たくさんの死をみとってきて感じるのは、終わりではなく、新しい

何かが始まるという感覚です」。先生が言われるように、確かに死は恐怖です。今回のコロナ

ウィルスに関しても、死の恐怖があるので、多くの人々が恐れています。もちろん、感染を

最大限予防することは大切ですが、私たちは、コロナウィルスによる死を恐れることはあり

ません。死は、新しい何かが始まる、つまり永遠のいのちに生きる天国の始まりです。先生

は、また「ただ『死ぬのが嫌だから生まれてこない』という人はいないように、人間は生ま

れた瞬間から死ぬことが決まっています。死と生は切り離すことのできない一続きのもの、

いや同じものなのです。今生きている自分の命を輝かせていくこと、これこそが死と一つに

なった生を生きるということです」とも言っておられます。ここに、死を乗り越えた人の姿

があります。 

イエスは、復活されて死に打ち勝たれ、今も生きて、私たちとともにおられます。 

マタイ２８：２０ 

 


